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厚
生
労
働
省

の
社
会
保
障
審

議
会
介
護
保
険

部
会
が
11
月
25

日
、
２
０
１
５

年
度
の
介
護
保

険
制
度
改
定
に

向
け
た
意
見
書
を
と
り
ま
と

め
ま
し
た
。
意
見
書
は
、
要

支
援
１
・
２
の
人
に
つ
い
て
、

市
町
村
の
判
断
で
生
活
援
助

を
含
め
、
介
護
保
険
の
給
付

対
象
か
ら
外
し
、
市
町
村
独

自
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
や
、
軽
度
者
と
一
定

の
所
得
（
年
間
２
０
０
万
円

以
上
の
想
定
）
が
あ
る
高
齢

者
の
利
用
料
の
引
き
上
げ

（
例
１
割
↓
２
割
へ
）
の
検

討
な
ど
を
求
め
る
内
容
に
な

っ
て
い
ま
す
▼
同
部
会
の
議

論
で
は
、
負
担
増
・
給
付
減

の
全
項
目
が
、
委
員
か
ら
強

い
批
判
を
う
け
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
意
見
の
併
記
に
と

ど
ま
り
、
介
護
保
険
財
政
に

お
け
る
公
費
負
担
割
合
の
５

割
か
ら
６
割
へ
の
引
き
上
げ

は
「
困
難
」
と
切
り
捨
て
ま

し
た
▼
保
険
料
ア
ッ
プ
か
負

担
増
・
利
用
減
か
の
選
択
を

せ
ま
る
内
容
で
す
。
マ
ス
コ

ミ
も
多
く
は
、
公
費
負
担
増

な
ら
消
費
税
ア
ッ
プ
議
論
が

避
け
ら
れ
な
い
と
の
論
調
で

す
が
、
消
費
税
の
増
税
で

は
、
年
金
の
み
で
暮
ら
し
て

い
る
お
年
寄
り
な
ど
、
低
所

得
者
に
は
重
い
負
担
と
な
り

ま
す
。
今
で
も
「
保
険
あ
っ

て
介
護
な
し
」
と
言
わ
れ
る

介
護
保
険
制
度
。
公
費
負
担

を
増
や
し
、
制
度
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
こ
そ
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

（
Ｓ
）

12月22日(水) 18時45分
 エルシアター

年末一時金0.2月削減、　年末一時金0.2月削減、　
４％カット強行に断固抗議４％カット強行に断固抗議

小
企
業
経
営
の

切
り
捨
て
、
人

件
費
カ
ッ
ト
を

続
け
れ
ば
大
阪

経
済
は
悪
化
す

る
ば
か
り
で

す
。
最
近
で

は
、
財
界
系
の

シ
ン
ク
タ
ン
ク

も
「
賃
上
げ
こ

そ
成
長
戦
略
」

「
日
本
経
済
の

最
大
の
問
題
点

は
、
賃
金
が
上

が
ら
な
い
こ

と
」
と
主
張
し

て
お
り
、
橋
下

府
民
・
職
員
切
捨
て
で
は

府
民
・
職
員
切
捨
て
で
は

財
政
再
建
で
き
な
い

財
政
再
建
で
き
な
い

　

大
阪
府
の
完
全
失
業
率
や
生

活
保
護
率
、
企
業
倒
産
率
、
雇

用
者
報
酬
な
ど
、
ど
れ
を
取
っ

て
も
全
国
的
に
悪
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
も
と
で
、
府
民
生
活
や
中

は
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
の
職
場
集
会
や
全
職

員
署
名
を
通
じ
て
、
橋
下
知
事

・
府
当
局
に
対
す
る
怒
り
の
声

は
続
々
と
寄
せ
ら
れ
、
職
場
で

は
、
労
働
組
合
の
違
い
を
越
え

た
共
同
も
進
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
「
ガ
マ
ン
も
限
界
」「
何
と

し
て
も
提
案
を
撤
回
さ
せ
た

い
」
と
労
働
組
合
へ
加
入
す
る

仲
間
も
増
え
て
い
ま
す
。

カ
ッ
ト
を
行
わ
ず
、
引
き
続
き

協
議
を
行
え
」
と
の
抗
議
要
請

フ
ァ
ッ
ク
ス
を
と
り
く
む
と
と

も
に
、
11
月
15
日
に
は
人
事
室

長
に
対
す
る
抗
議
要
請
、
18
日

に
は
人
事
委
員
会
に
対
す
る
要

請
、
19
日
に
は
府
議
会
各
会
派

に
対
す
る
要
請
を
行
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
大
阪
府
は
、
条
例

改
正
案
の
上
程
を
強
行
し
、
11

月
25
日
開
催
の
府
議
会
本
会
議

に
お
い
て
、
条
例
改
正
案
が
大

阪
維
新
の
会
、
自
由
民
主
党
、

民
主
党
、
公
明
党
の
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
府
職
労

は
あ
ら
た
め
て
抗
議
の
意
を
表

明
し
ま
す
。

怒
り
や
要
求
、

怒
り
や
要
求
、

府
職
労
加
入
へ

府
職
労
加
入
へ

　

給
与
水
準
を
大
き
く
低
下
さ

せ
、
給
料
切
り
替
え
・
現
給
保

障
廃
止
に
よ
っ
て
、
多
い
人
で

は
月
額
５
万
円
以
上
も
の
減
額

と
な
る
給
与
制
度
改
悪
や
14
年

間
に
も
及
ぶ
人
件
費
抑
制
を
行

い
な
が
ら
、
さ
ら
に
３
年
間
の

給
与
・
一
時
金
カ
ッ
ト
延
長
を

提
案
し
た
当
局
に
対
す
る
怒
り

府
議
会
一
時
金

府
議
会
一
時
金

削
減
条
例
案
を
可
決

削
減
条
例
案
を
可
決

　

11
月
12
日
の
最
終
回
答
に
対

し
、
府
労
組
連
は
「
今
季
闘
争

を
終
結
せ
ず
、
闘
争
継
続
す

る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
職
場
か
ら
「
年
末
一

時
金
の
０
・
２
月
削
減
、
４
％

　

府
労
組
連
は
11
月
18
日
、
エ
ル
お
お
さ
か
南
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

府
労
組
連
拡
大
中
央
委
員
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
季
年
末
一
時
金

に
つ
い
て
、
０
・
２
月
削
減
・
４
％
カ
ッ
ト
を
府
議
会
に
提
案
す
る
不

当
な
当
局
に
断
固
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
越
年
闘
争
へ
と
追
い
込
ん
だ

給
与
制
度
改
悪
・
賃
金
カ
ッ
ト
延
長
の
撤
回
、
評
価
制
度
の
賃
金
リ
ン

ク
撤
回
を
め
ざ
す
た
た
か
い
の
強
化
に
向
け
た
意
志
統
一
を
行
い
ま
し

た
。
12
月
当
初
か
ら
闘
争
体
制
を
強
化
し
、
取
組
み
ま
し
ょ
う
。

屋
橋
駅
前
宣
伝

か
ら
夕
方
４
時

30
分
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
ま
で
争

議
を
抱
え
る
大

阪
の
企
業
17
社

に
早
期
に
争
議

を
解
決
す
る
よ

う
、
延
べ
４
０

０
名
（
う
ち
府

職
労
８
名
）
を

超
え
る
参
加
で

行
わ
れ
ま
し

た
。

　

争
議
の
内
容
は
、
派
遣
労
働

者
の
指
名
解
雇
、
恣
意
的
な
選

定
に
よ
る
継
続
雇
用
拒
否
、
事

業
閉
鎖
に
よ
る
従
業
員
の
全
員

解
雇
、
事
業
再
編
と
差
別
的
管

理
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
い
じ
め
な
ど

労
働
者
を
品
物
の
よ
う
に
あ
つ

か
い
、
儲
け
に
走
る
企
業
側
と

生
活
と
人
間
の
尊
厳
を
大
切
に

し
た
い
と
願
う
労
働
者
の
切
実

な
要
求
か
ら
の
た
た
か
い
で

す
。

　

争
議
を
早
く
解
決
す
る
た
め

に
労
働
者
と
話
し
合
う
よ
う
に

求
め
る
要
請
書
を
企
業
側
に
渡

す
要
請
団
に
30
名
ほ
ど
の
若
い

労
働
者
に
ピ
ケ
を
は
ら
せ
、

「
お
帰
り
下
さ
い
」
の
み
を
繰

り
返
す
企
業
、「
企
業
用
地
か
ら

出
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
警
察

を
呼
び
ま
す
」
な
ど
労
働
者
と

話
し
合
う
こ
と
を
拒
否
す
る
不

当
な
会
社
側
に
、
参
加
し
た
支

援
者
か
ら
大
き
な
怒
り
と
デ
ィ

ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
（
人
間
ら
し

く
働
く
ル
ー
ル
）
の
必
要
性
を

感
じ
る
行
動
と
な
り
ま
し
た
。

給与制度改悪・賃金給与制度改悪・賃金
カット延長撤回めざすカット延長撤回めざす
府労組連学習決起集会府労組連学習決起集会

知
事
の
「
大
企
業
が
栄
え
れ

ば
、
中
小
企
業
や
府
民
も
繁
栄

す
る
」
と
言
う
考
え
方
は
既
に

破
綻
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
府
民
団
体
や
府
労

組
連
が
取
り
組
ん
だ
府
民
宣
伝

で
は
「
橋
下
知
事
を
支
持
し
て

き
た
け
ど
『
エ
リ
ー
ト
教
育

を
』
な
ど
の
発
言
を
聞
い
て
考

え
直
し
て
い
る
」「
大
型
開
発

は
後
回
し
に
し
て
、
福
祉
や
教

育
を
優
先
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
声
も
寄
せ
ら
れ
、
宣
伝
対
話

を
し
、
橋
下
知
事
の
狙
い
や
本

質
を
話
せ
ば
「
変
わ
る
」
状
況

も
多
く
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

職
場
か
ら
の
と
り
く
み
、

職
場
か
ら
の
と
り
く
み
、

府
民
と
の
共
同
進
め
、

府
民
と
の
共
同
進
め
、

た
た
か
い
強
化
へ

た
た
か
い
強
化
へ

　

府
職
労
・
府
労
組
連
は
、
引

き
続
き
、
府
民
宣
伝
に
も
と
り

く
む
と
と
も
に
、
直
ち
に
折
衝

・
交
渉
の
強
化
、
職
場
集
会
や

府
民
連
１
５
０
万
署
名
な
ど
職

場
か
ら
の
と
り
く
み
を
全
力
で

進
め
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
な

大
阪
府
へ
の
要
請
行
動
、
12
月

22
日
に
は
府
民
的
な
学
習
決
起

集
会
、
１
月
19
日
に
は
府
民
団

体
・
民
間
労
働
組
合
と
共
同
し

た
府
庁
包
囲
行
動
・
決
起
集
会

な
ど
を
と
り
く
み
ま
す
。
職
員

・
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
引
き

続
く
結
集
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

支
援
行
動
は
、
朝
８
時
の
淀

給
与
制
度
改
悪
・
賃
金
カ
ッ
ト
延
長
の
撤
回

給
与
制
度
改
悪
・
賃
金
カ
ッ
ト
延
長
の
撤
回

　
月
当
初
か
ら
た
た
か
い
強
化
へ

　
月
当
初
か
ら
た
た
か
い
強
化
へ

12

怒
り
の
11
・
25
大
阪
争
議
支
援
行
動


